
3-2 高放射性廃液貯蔵場(HAW)及び配管トレンチ(T21)周辺の地盤改良工事

【概要】 工事実施中

高放射性廃液貯蔵場（HAW）建家及び配管トレンチ
（T21）の耐震性能向上のため，建家の地下部側面を
押さえている周辺地盤を改良して建家の横揺れを低
減させる対策工事を行う。

作業期間は，令和2年8月17日から令和5年度末まで
の予定である。

(南面を除く，主な区画は令和3年度末までに終了)

HAW周辺地盤改良工事の概要
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※埋土部分を約6 m（T.P.約0 m）まで掘削し，高さT.P.+4 mまでコンクリートに置換する。

地盤改良工事の状況（令和3年12月）
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3-3 第二付属排気筒及び排気ダクト接続架台の耐震補強工事

【概要】 工事完了

第二付属排気筒側

ガラス固化技術開発施設側

ガラス固化技術開発施設からの廃気を排出する第二付属排気筒（同排気筒の
排気ダクト接続架台を含む）について、廃止措置計画用設計地震動に対する耐震
性を確保するため、第二付属排気筒下部への鉄筋コンクリート補強（図1参照）、
排気ダクト接続架台への梁及びブレース補強（図2参照）を行った。

〔作業期間：令和2年12月24日～令和3年4月30日〕
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3-4 主排気筒の耐震補強工事

【概要】 工事完了

主排気筒（地上高さ90ｍ）について，廃止措置計画用設計地震動に対する耐震性を確保す
るため，主排気筒基礎及び筒身への鉄筋コンクリート補強を行った。

作業期間は，令和3年7月1日から令和5年3月31日。
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3-6 津波漂流物防護柵（押し波）の設置工事（その１）

廃止措置計画用設計津波の遡上に

よる漂流物の衝突から防護対象施設
（高放射性廃液貯蔵場（HAW），ガラス
固化技術開発施設（TVF）ガラス固化
技術開発棟及び第二付属排気筒）を
防護するため，津波漂流物防護柵を設
置する。

作業期間は，令和3年9月24日から
令和5年11月末までの予定である。

津波漂流物防護柵の設置イメージ

【概要】 工事実施中

津波漂流物防護柵の設置予定場所の地盤改良
の状況（令和5年5月）
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3-6 津波漂流物防護柵（押し波）の設置工事（その２）

津波漂流物防護柵の設置予定場所の工事の状況（令和5年8月）
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3-8 津波漂流物防護柵（引き波）の設置工事

【概要】 工事完了

廃止措置計画用設計津波の引き波

による漂流物の衝突から防護対象施
設（高放射性廃液貯蔵場（HAW），ガラ
ス固化技術開発施設(TVF)ガラス固化
技術開発棟及び第二付属排気筒）を
防護するため，津波漂流物防護柵（引
き波）の設置を行った。

作業期間は，令和4年5月25日から
令和5年1月27日。

津波漂流物防護柵（引き波）の設置工事の進捗
状況（令和5年1月）

基礎杭の打設（令和4年11月）
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3-16 事故対処設備保管場所（地盤改良工事）

【概要】 工事実施中

事故対処設備保管場所の崩落防止対策として，必要な耐震性を確保するため，地盤改良工事
を行う。

また，地盤改良範囲内に核物質防護フェンスの新設，事故対処設備保管場所より再処理施設
への資機材搬入，電源供給及び人の移動を可能とするためのアクセスルート設置を併せて行う。

作業期間は，令和4年3月10日から令和6年3月までの予定である。

事故対処設備保管場所地盤改良工事の概要

※埋土部分からT.P.+5.7 mまで掘削し，高さT.P.+18.5 mまで改良土を盛土する。

地盤改良工事の状況（②西側）

地盤改良工事の状況（①東側）

掘削前（令和4年6月）

掘削前（令和4年6月）

改良土盛土中（令和5年9月）

改良土盛土中（令和5年9月）


